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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　2016年６月21日に提出いたしました第18期（自　2015年４月１日　至　2016年３月31日）有価証券報告書の記載事項

の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

(1）連結経営指標等

親会社所有者帰属持分比率（％）

第２　事業の状況

４　事業等のリスク

（システムトラブルのリスク）

①　当社グループ提供のソフトウェアの不具合について

②　サービス運用上のトラブルについて

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は、＿＿＿を付しております。

 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

　　（訂正前）

回次
国際会計基準

移行日 第17期 第18期

省略

親会社所有者帰属持分比率 （％） 100.0 100.0 100.0

省略

　（注）　省略

 

　　（訂正後）

回次
国際会計基準

移行日 第17期 第18期

省略

親会社所有者帰属持分比率 （％） 76.9 77.0 77.9

省略

　（注）　省略

 

EDINET提出書類

インフォテリア株式会社(E05699)

訂正有価証券報告書

2/3



第２【事業の状況】

４【事業等のリスク】

 （システムトラブルのリスク）

　① 当社グループ提供のソフトウェアの不具合について

　　（訂正前）

　　当社グループの主力製品である「ASTERIA」は、銀行決済や報道情報配信など社会的にも重要度の高いシステムに使

用されております。当社グループでは、当社グループの責めに帰すべき事由によるソフトウェアの不具合（誤作動、バ

グ等）を発生させないよう品質管理に最善の注意を払っており、またソフトウェア使用許諾契約書や損害保険への加入

等によって不具合が発生した場合のリスクの低減措置等を講じており、過去13年間にわたってそのような重大な不具合

は発生していませんが、将来にわたって当社の責めに帰すべき不具合が発生しないとは限りません。そのため、ソフト

ウェアの不具合に起因する損害賠償責任の発生や当社に対する社会的信頼を喪失することにより、当社グループの事業

及び業績に影響を与える可能性があります。

 

　　（訂正後）

　　当社グループの主力製品である「ASTERIA」は、銀行決済や報道情報配信など社会的にも重要度の高いシステムに使

用されております。当社グループでは、当社グループの責めに帰すべき事由によるソフトウェアの不具合（誤作動、バ

グ等）を発生させないよう品質管理に最善の注意を払っており、またソフトウェア使用許諾契約書や損害保険への加入

等によって不具合が発生した場合のリスクの低減措置等を講じており、製品リリース以降、重大な不具合は発生してい

ませんが、将来にわたって当社の責めに帰すべき不具合が発生しないとは限りません。そのため、ソフトウェアの不具

合に起因する損害賠償責任の発生や当社に対する社会的信頼を喪失することにより、当社グループの事業及び業績に影

響を与える可能性があります。

 

　② サービス運用上のトラブルについて

　　（訂正前）

　　「Handbook」は、当社がクラウド上のサーバーを運用するケースが圧倒的多数です。当社グループでは、当社グルー

プの責めに帰すべき事由によるサービス不能状態を発生させないようクラウドサービスの運用に最善の注意を払ってお

り、またソフトウェア使用許諾契約書や損害保険への加入等によって不具合が発生した場合のリスクの低減措置等を講

じており、過去約６年間にわたってそのような重大な不具合は発生していませんが、将来にわたって当社の責めに帰す

べき不具合が発生しないとは限りません。そのため、ソフトウェアの不具合に起因する損害賠償責任の発生や当社に対

する社会的信頼を喪失することにより、当社グループの事業及び業績に影響を与える可能性があります。

 

　　（訂正後）

　　「Handbook」は、当社がクラウド上のサーバーを運用するケースが圧倒的多数です。当社グループでは、当社グルー

プの責めに帰すべき事由によるサービス不能状態を発生させないようクラウドサービスの運用に最善の注意を払ってお

り、またソフトウェア使用許諾契約書や損害保険への加入等によって不具合が発生した場合のリスクの低減措置等を講

じており、製品リリース以降、重大な不具合は発生していませんが、将来にわたって当社の責めに帰すべき不具合が発

生しないとは限りません。そのため、ソフトウェアの不具合に起因する損害賠償責任の発生や当社に対する社会的信頼

を喪失することにより、当社グループの事業及び業績に影響を与える可能性があります。

 

EDINET提出書類

インフォテリア株式会社(E05699)

訂正有価証券報告書

3/3


	表紙
	本文
	１有価証券報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	３訂正箇所
	第一部企業情報
	第１企業の概況


	１主要な経営指標等の推移
	第２事業の状況

	４事業等のリスク

